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は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
に
開
催
し
た
北
海
道
博
物
館
の
第
二
回
企
画
テ
ー
マ
展
「
鶴
」
で
は
、
北
海

道
を
中
心
に
近
世
か
ら
現
在
に
か
け
て
の
人
間
と
ツ
ル
（
特
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
）
の
関
係
に
つ

い
て
、
様
々
な
面
か
ら
紹
介
し
た
。
展
示
会
に
携
わ
り
な
が
ら
思
い
め
ぐ
ら
し
た
こ
と
の
一

つ
は
、
人
と
の
関
わ
り
の
歴
史
と
い
う
面
に
お
い
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
似
て
い
る
点
が
あ
り
、

比
較
対
照
し
て
み
た
ら
興
味
深
い
鳥
は
な
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

思
い
浮
ん
だ
の
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
だ
。
長
寿
の
象
徴
と
さ
れ
た
り
姿
形
が
多
様
な
場
で
図

案
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
す
る
ツ
ル
ほ
ど
の
広
が
り
は
な
い
が
、
美
し
さ
を
人
間
が
愛
で
、

そ
の
姿
を
見
る
こ
と
を
喜
び
と
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
点
で
、
似
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
の
北
海
道
内
の
新
聞
に
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
保
護
」
を
目
的
と
し
た
市
民
に
よ
る
給
餌
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る（
1
）。
現
在
に
お
い
て
も
、
ど
こ
に
行
け
ば
見
ら
れ
る
か
が
観
光

案
内
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
施
設
の
名
に
使
わ
れ
る
と
い
う
点
で
も
、

た
ん
ち
ょ
う
釧
路
空
港
（
二
〇
〇
六
年
）
に
対
し
て
、
苫
小
牧
市
の
白
鳥
ア
リ
ー
ナ

（
一
九
九
六
年
）、
室
蘭
市
の
白
鳥
大
橋
（
一
九
九
八
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
、
人
と
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
関
わ
り
方
は
、
近
代
の
あ
る
時
期
以
降
、
西
洋
の
ハ
ク
チ
ョ

ウ
観
の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
見
通
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
明
治
期

北
海
道
に
対
象
を
絞
り
、
い
く
つ
か
の
断
片
的
な
史
料
か
ら
垣
間
見
て
み
た
い
。

一
　「有
益
鳥
」
と
し
て

一
八
八
三
年
に
農
商
務
省
が
実
施
し
た
「
農
業
上
有
功
有
益
有
害
鳥
獣
調
査
」
の
際
の
札

幌
県
内
各
地
か
ら
の
回
答
で
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
存
在
感
は
ご
く
薄
い（
2
）。
唯
一
、
室
蘭

郡
第
二
組
戸
長
役
場
が
「
有
益
鳥
獣
」
と
し
て
「
白
鳥
雁
鴨
」
と
一
括
し
て
挙
げ
て
い
る
だ

け
だ
。
左
に
引
い
て
み
る
（
以
下
引
用
文
は
句
読
点
を
加
え
る
な
ど
加
工
し
た
）。

名
称
：
白
鳥
・
雁
・
鴨

性
質
：
健
ナ
リ

利
用
：�

水
田
等
ニ
於
テ
ハ
稲
等
ニ
害
ア
リ
ト
雖
モ
、
北
海
道
ノ
如
キ
ハ
水
田
未
タ
全
ク

開
ケ
ス
、
害
ア
ル
ヲ
聞
カ
ス
、
該
三
鳥
ノ
如
キ
ハ
専
ラ
銃
殺
シ
テ
食
料
ニ
供
セ

リ

数
ノ
多
寡
：
白
鳥
・
鴨
ハ
多
ク
、
雁
ハ
寡
シ

営
巣
ノ
場
所
：
不
詳

蕃
殖
期
：
不
詳

去
来
ノ
期
節
：
平
年
十
一
月
頃
北
面
ヨ
リ
来
リ
、
翌
年
二
月
下
旬
頃
北
方
ニ
去
ル

地
方
慣
習
：
銃
殺
シ
テ
食
料
ニ
供
シ
、
或
ハ
市
ニ
鬻
ク
モ
ノ
ア
リ

水
田
に
害
を
与
え
る
潜
在
的
な
可
能
性
は
あ
る
が
、
水
田
が
な
い
こ
の
時
点
の
北
海
道
で

は
問
題
に
な
ら
な
い
。
銃
に
よ
る
狩
猟
の
対
象
と
し
て
、
食
料
と
し
、
販
売
す
る
者
も
い
る
。

ガ
ン
・
カ
モ
類
と
同
じ
く
、
冬
に
北
か
ら
や
っ
て
来
る
渡
り
鳥
と
い
う
性
格
も
捉
え
て
い
る
。

こ
の
調
査
に
お
け
る
存
在
感
の
希
薄
さ
は
、「
農
業
上
」
と
い
う
調
査
の
枠
組
み
の
中
で
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は
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
調
査
の
回
答
に
は
登
場
し
な
く
て
も
、
札
幌
県
内
の
他
地
域

で
も
狩
猟
さ
れ
、
食
料
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る
。

同
じ
調
査
の
際
の
秋
田
県
内
各
郡
か
ら
の
回
答
に
も
、「
有
益
鳥
獣
」
と
し
て
ハ
ク
チ
ョ

ウ
を
挙
げ
る
郡
が
三
つ
あ
る（
3
）。
銃
や
罠
に
よ
っ
て
狩
猟
す
る
と
し
て
い
る
点
は
同
様
だ

が
、「
利
用
」
の
項
に
肉
を
食
べ
る
ほ
か
に
、
羽
毛
の
利
用
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
の

が
目
を
引
く
。「
肉
ハ
食
膳
ニ
供
シ
、
毛
ハ
織
料
ト
ナ
リ
、
足
皮
（
白
鳥
）
ハ
薬
篭
等
ヲ
包

ミ
乾
燥
ヲ
防
ク
効
ア
リ
」（
由
利
郡
。
た
だ
し
「
鴻
雁
・
白
鳥
・
鴨
、
数
種
ア
リ
」
と
連
記
）、

「
綿
羊
ニ
換
ヒ
テ
天
鵞
絨
ヲ
織
、
或
ハ
糸
ヲ
製
シ
テ
織
物
ト
ス
、
之
レ
食
ス
ル
ニ
脂
多
ク
シ

テ
其
味
ヒ
佳
ナ
リ
」（
河
辺
郡
）、「
肉
ハ
食
料
ニ
供
ス
、
羽
毛
ハ
績
テ
毛
織
ト
ナ
ス
ヘ
シ
」

（
山
本
郡
）
と
い
う
も
の
だ
。

さ
て
、
こ
の
調
査
で
ツ
ル
は
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
人
間
の
狩
猟
活
動
の
結
果
、

す
で
に
か
な
り
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か（
4
）、
札
幌
県
内
各
地

か
ら
の
回
答
に
は
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
札
幌
県
は
、
県
と
し
て
の
回

答
の
中
で
「
有
益
鳥
類
」
の
一
つ
に
「
靍
」
を
挙
げ
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

性
質
：
幽
谷
及
ヒ
水
沢
ニ
棲
ミ
、
魚
類
ヲ
捕
食
ス

利
用
：
美
観

数
ノ
多
寡
：
少
ナ
シ

営
巣
ノ
場
所
：
未
詳

蕃
殖
期
：
未
詳

去
来
ノ
期
節
：
四
月
中
旬
来
ル

地
方
慣
習
：
食
料
ノ
為
メ
銃
殺

「
利
用
」
と
し
て
「
美
観
」
と
だ
け
記
す
の
は
、
他
の
鳥
獣
と
は
際
立
っ
て
異
な
り
、
強

烈
な
印
象
を
受
け
る
。
姿
形
の
美
し
さ
を
人
が
愛
す
る
が
ゆ
え
に
「
有
益
」
だ
、
と
い
う
の

だ
。
こ
う
し
た
見
た
目
に
関
す
る
記
述
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
の
回
答
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
人
間
社
会
の
側
の
ツ
ル
（
特
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
）
に
対
し
て
の
特
別
な
感
情
を
反
映

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
銃
殺
し
て
食
料
と
す
る
と
の
記
述
も
あ
る
。
数
は
減
っ
て
い

る
が
、
こ
の
時
点
で
は
狩
猟
し
て
食
べ
て
も
法
令
上
の
問
題
は
な
か
っ
た
。

札
幌
県
の
調
査
で
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
販
売
に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
ど
こ
で
ど

の
よ
う
に
販
売
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
様
子
は
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
調
査
の
余

地
が
大
き
い
。
一
つ
紹
介
で
き
る
の
は
、『
小
樽
新
聞
』
一
八
九
八
年
三
月
二
日
付
に
載
っ

た
「
春
別
の
白
鳥
鑵
詰
」
と
い
う
記
事
で
、
野
付
郡
春
別
（
現
在
の
別
海
町
）
に
お
い
て
ハ

ク
チ
ョ
ウ
肉
の
缶
詰
の
製
造
・
試
売
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

二
　狩
猟
法
制
上
の
位
置
づ
け

近
代
日
本
に
お
け
る
最
初
の
狩
猟
法
規
で
あ
る
「
鳥
獣
猟
規
則
」（
一
八
七
三
年
一
月

二
十
日
太
政
官
第
二
十
五
号
）
は
、
銃
に
よ
る
狩
猟
を
免
許
制
と
し
、
銃
猟
の
期
間
を
原
則

と
し
て
十
二
月
一
日
か
ら
三
月
い
っ
ぱ
い
に
限
っ
た
（
た
だ
し
地
方
に
よ
っ
て
は
期
間
の
伸

縮
が
あ
り
得
る
）（
5
）。
銃
猟
の
対
象
と
な
し
う
る
鳥
獣
の
種
類
に
つ
い
て
規
定
は
な
く
、

ま
た
、
罠
猟
な
ど
銃
を
用
い
な
い
狩
猟
に
つ
い
て
は
規
制
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
前
述

の
農
商
務
省
の
調
査
は
こ
の
規
則
の
時
期
に
あ
た
り
、
他
府
県
と
同
様
に
札
幌
県
内
で
も
ハ

ク
チ
ョ
ウ
や
ツ
ル
（
タ
ン
チ
ョ
ウ
）
の
狩
猟
は
こ
の
制
度
の
範
囲
内
で
可
能
だ
っ
た
。

こ
れ
に
替
わ
る
「
狩
猟
規
則
」（
一
八
九
二
年
十
月
五
日
勅
令
第
八
十
四
号
）
は
、
規
制

対
象
と
す
る
狩
猟
を
銃
猟
以
外
に
も
広
げ
、
対
象
鳥
獣
の
種
類
も
限
定
し
た
。
第
二
十
四
条

で
通
年
捕
獲
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
も
の
を
列
記
し
た
（
各
条
文
の
振
り
仮
名
を

括
弧
内
に
示
す
）。
鶴
各
種
、
燕
各
種
、
雲
雀
、
鶺
鴒
、
四
十
雀
（
シ
ジ
ウ
カ
ラ
）、
日
雀

（
ヒ
ガ
ラ
）、
五
十
雀
（
ゴ
ジ
ウ
カ
ラ
）、
葦
雀
（
ヨ
シ
キ
リ
）、
鷦
鷯
（
ミ
ソ
サ
ザ
ヘ
）、
杜

鵑
、
啄
木
鳥
（
キ
ツ
ツ
キ
）、
鶲
（
ヒ
タ
キ
）、
椋
鳥
（
ム
ク
ド
リ
）、
田
鶲
（
タ
ヒ
バ
リ
）、

一
歳
以
下
の
鹿
。

こ
れ
に
よ
り
、
ツ
ル
は
全
国
的
に
禁
猟
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
北
海
道
内
の
ツ
ル
に
つ
い

て
は
、
激
し
い
減
少
へ
の
対
処
と
し
て
、
こ
れ
よ
り
早
く
一
八
八
九
年
五
月
九
日
北
海
道
庁

令
第
三
十
三
号
に
よ
っ
て
禁
猟
と
さ
れ
た
（
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月
二
十
三
日
北
海
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道
庁
令
第
二
十
二
号
で
道
内
で
の
捕
獲
を
禁
止
）（
6
）。

ま
た
、
第
二
十
五
条
で
、
次
の
鳥
獣
に
つ
い
て
三
月
十
五
日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で
捕
獲

を
禁
じ
た
。
雉
、
鸜
雉
（
ヤ
マ
ド
リ
）、
鶉
（
ウ
ヅ
ラ
）、
鴻
雁
、
鳧
各
種
、
鷸
（
シ
ギ
）
各

種
、
鷭
（
バ
ン
）、
鵠
（
ク
グ
ヒ
）、
鵯
（
ヒ
ヨ
）、
鶫
（
ツ
グ
ミ
）、
鷺
各
種
、
鳩
各
種
、
鵙
、

橿
鳥
（
カ
シ
ト
リ
）、
秧
鶏
（
ク
ヒ
ナ
）、
鹿
、
羚
羊
（
カ
モ
シ
カ
）、
兎
。

「
鴻
雁
」
と
あ
る
う
ち
の
「
鴻
」
が
ハ
ク
チ
ョ
ウ
だ
ろ
う
。
禁
猟
と
さ
れ
た
ツ
ル
と
、
期

間
限
定
な
が
ら
狩
猟
が
許
容
さ
れ
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
。
両
者
は
こ
れ
以
降
、
狩
猟
制
度
の
上
で

別
の
枠
に
区
分
さ
れ
た
。

次
い
で
「
狩
猟
法
」（
一
八
九
五
年
三
月
二
十
日
法
律
第
二
十
号
）
は
、
捕
獲
を
禁
止
ま

た
は
停
止
す
る
鳥
獣
の
種
類
・
期
限
は
農
商
務
大
臣
が
定
め
る
と
し
（
第
十
七
条
）、
具
体

的
に
は
「
施
行
細
則
」（
三
月
二
十
七
日
農
商
務
省
令
第
四
号
）
で
定
め
た
。「
鶴
」
は
、
全

面
禁
猟
と
規
定
さ
れ
た
十
種
類
の
鳥
類
の
筆
頭
に
見
え
る
（
第
十
四
条
）。
一
方
、
ハ
ク

チ
ョ
ウ
は
こ
こ
に
は
含
ま
れ
ず
、
禁
猟
期
を
設
定
さ
れ
た
鳥
類
十
二
種
類
の
中
に
も
見
当
ら

な
い
（
第
十
五
・
十
六
条
）。
一
九
〇
一
年
四
月
十
二
日
の
改
正
「
狩
猟
法
」
で
も
、
ツ
ル
と

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
位
置
づ
け
に
変
化
は
な
い
。

さ
ら
に
、
一
九
一
八
年
の
改
正
「
狩
猟
法
」（
四
月
二
日
法
律
第
三
十
二
号
）
は
、
狩
猟

を
禁
止
な
い
し
制
限
す
る
鳥
獣
の
種
類
を
規
定
し
て
い
た
従
来
の
枠
組
み
を
改
め
、
狩
猟
対

象
と
な
し
う
る
種
類
を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
禁
猟
と

い
う
こ
と
だ
。「
施
行
規
則
」（
一
九
一
九
年
八
月
十
六
日
農
商
務
省
令
第
二
十
八
号
）
の
第

一
条
に
「
狩
猟
鳥
獣
」
と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
四
十
七
種
類
の
鳥
類
の
な
か
に
は
「
鵠

（
ハ
ク
テ
ウ
）」
も
見
え
る
。

こ
の
時
点
ま
で
、
北
海
道
庁
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
道
内
独
自
の
狩
猟
規
制
を
発
し
て

お
ら
ず
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
狩
猟
対
象
と
さ
れ
続
け
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
横
に
置
き
、
話
を
鳥
類
に
限
る
と
し
て
、
こ

の
よ
う
に
種
類
ご
と
に
狩
猟
制
度
上
の
線
引
き
が
行
わ
れ
た
の
は
、
何
を
基
準
に
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
簡
潔
に
説
明
す
る
も
の
に
、
一
九
〇
六
年
か
ら
使
用
さ
れ
た
第
一
期

国
定
教
科
書
『
高
等
小
学
読
本

　四
』
の
「
益
虫
と
保
護
鳥
」
と
い
う
教
材
が
あ
る（
7
）。

こ
こ
で
は
「
保
護
鳥
」
と
さ
れ
る
鳥
類
が
三
つ
に
区
分
し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
ず
、
①

「
害
虫
」
を
捕
食
す
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
（
ツ
バ
メ
な
ど
多
数
）。
そ
の
一
方
、
次
の

三
種
類
は
「
害
虫
」
を
捕
食
せ
ず
、
む
し
ろ
作
物
を
害
す
る
が
、
他
の
理
由
に
よ
っ
て
「
保

護
鳥
」
と
さ
れ
る
。
②
ツ
ル
は
「
名
鳥
」
で
数
が
減
少
す
る
か
ら
。
③
キ
ジ
と
ヤ
マ
ド
リ
は

肉
が
美
味
な
た
め
猟
鳥
と
し
て
貴
重
で
、
か
つ
外
国
に
渡
っ
て
繁
殖
す
る
こ
と
が
な
く
、
保

護
し
な
け
れ
ば
捕
り
尽
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
。
こ
こ
で
も
ツ
ル
は
「
名
鳥
」
と
い
う
範

疇
に
た
だ
ひ
と
り
入
れ
ら
れ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
保
護
鳥
」
と
さ
れ
な
い
鳥
、
つ
ま
り
狩
猟
対
象
と
さ
れ
る
鳥
は
、
こ
れ
ら
の
理
由
が
当

て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
場
合
、
①
害
虫
を
捕
食
す
る
こ

と
は
な
く
、
②
「
名
鳥
」
と
い
っ
た
特
別
な
評
価
を
受
け
て
お
ら
ず
、
③
味
わ
い
は
と
も
か

く
と
し
て
肉
は
人
間
が
食
す
る
対
象
と
な
る
が
、
渡
り
鳥
と
い
う
性
格
か
ら
日
本
国
内
で
保

護
し
な
く
て
も
（
海
外
で
繁
殖
す
る
か
ら
）
捕
り
尽
さ
れ
る
恐
れ
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
。

三
　ハ
ク
チ
ョ
ウ
猟
の
魅
力

明
治
期
の
北
海
道
内
刊
行
の
新
聞
に
、
銃
を
用
い
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
狩
猟
の
経
験
談
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
。
私
が
把
握
し
て
い
る
そ
れ
ら
は
、
職
業
的
な
狩
猟
で
は
な
く
、
娯
楽
と
し

て
の
狩
猟
に
関
す
る
も
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
れ
も
冬
季
に
行
わ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
狩
猟
法
規
の
変
遷
に
と
も
な
っ
て
合
法
的
な
狩
猟
期
に
は
変
化
が
あ
る
が
、
北

海
道
内
で
鳥
類
を
対
象
と
し
た
狩
猟
に
携
わ
る
者
の
多
く
に
と
っ
て
、
冬
季
を
中
心
と
し
た

季
節
が
最
も
狩
猟
を
楽
し
め
る
季
節
だ
っ
た
こ
と
は
一
貫
し
て
い
た
。
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ

た
数
と
量
の
獲
物
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
渡
り
鳥
が
北
方
か
ら
や
っ
て
来
て
い
る

こ
と
が
好
条
件
と
な
っ
た
か
ら
だ
。

『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
一
九
〇
六
年
一
月
十
日
付
に
如
紅
と
い
う
人
物
が
寄
稿
し
た
「
北
海

道
雪
中
の
獲
物
の
図
に
就
て
」
は
、
こ
の
年
正
月
の
同
紙
初
刷
が
掲
載
し
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の

写
真
（
未
見
）
に
つ
い
て
、
猟
獲
の
経
緯
な
ど
を
紹
介
す
る
。
冒
頭
に
「
去
年
の
二
月
下
旬

頃
で
あ
つ
た
。
前
々
か
ら
の
依
頼
も
あ
つ
た
の
で
、
北
海
タ
イ
ム
ス
社
の
小
阿
居
士
先
生
へ
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宛
て
白
鳥
が
来
た
か
ら
直
ぐ
遠
征
を
試
み
ら
れ
て
は
如
何
だ
と
の
意
味
の
書
面
を
出
す
と
、

翌
日
午
後
二
時
二
十
分
の
下
り
列
車
で
居
士
は
下
車
せ
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
猟

に
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
札
幌
在
住
の
狩
猟
愛
好
家
の
新
聞
人
を
誘
っ
た
の
だ
。

こ
の
日
は
「
停
車
場
前
の
太
田
旅
店
」
に
小
憩
の
後
、
す
ぐ
に
目
的
地
に
行
っ
て
ハ
ク

チ
ョ
ウ
猟
に
挑
も
う
と
す
る
居
士
を
、
今
日
は
遅
い
か
ら
明
日
に
、
と
如
紅
が
制
止
し
、
こ

の
日
は
付
近
の
小
川
で
「
真
鴨
」
十
六
羽
を
獲
っ
た
。
こ
の
停
車
場
名
が
書
い
て
お
ら
ず
、

場
所
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
獲
物
の
カ
モ
が
樽
前
山
を
背
景
に
飛
ん
で
い
る
情
景
と
「
薄

靄
海
上
を
罩
む
る
頃
迄
」
の
描
写
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
苫
小
牧
か
ら
白
老
辺
り
の
海
岸
近
く

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
以
下
、
翌
日
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
猟
の
部
分
の
記
述
を
引
く
。

翌
日
午
前
四
時
頃
、
今
日
は
愈
よ
白
鳥
攻
撃
と
い
ふ
の
で
、
凍
り
切
つ
た
雪
路
を
白
鳥

の
居
る
山
間
の
目
的
の
沼
に
向
つ
て
、
払
暁
頃
に
目
的
の
沼
畔
近
く
来
る
と
、
四
顧
閴

寂
を
破
つ
て
白
鳥
の
唳
声
が
聞
へ
た
。
小
阿
居
士
は
左
右
両
絞
筒
へ
三
A
弾
、
如
紅
は

十
二
番
両
銃
身
へ
ヱ
ス
ヱ
ス
ジ
ー
の
散
弾
を
装
填
し
た
。
目
的
物
に
忍
ん
で
行
く
と
、

敵
は
約
百
五
十
ヤ
ー
ド
の
所
で
飛
び
立
つ
た
。
気
早
の
如
紅
、
何
条
猶
予
あ
る
べ
き
、

左
身
引
金
に
手
が
掛
る
か
早
い
か
、
ズ
ド
ン
と
一
発
。
当
ら
な
い
。
其
刹
那
轟
然
た
る

銃
声
と
共
に
、
凄
ま
じ
い
音
を
立
て
ゝ
、
氷
上
に
落
下
し
た
も
の
が
あ
る
。
白
鳥
だ
。

こ
れ
は
居
士
が
筒
先
に
斃
れ
た
の
だ
。
二
発
又
三
発
と
、
連
続
に
射
撃
し
て
四
羽
居
つ

た
内
、
一
羽
を
斃
し
て
、
二
三
羽
に
傷
を
負
は
せ
た
が
、
何
し
ろ
羽
毛
が
厚
い
上
に
、

距
離
が
遠
か
つ
た
の
で
、
散
弾
の
穿
貫
力
充
分
な
ら
ず
、
其
場
に
落
す
こ
と
が
出
来
な

か
つ
た
の
は
残
念
至
極
で
あ
つ
た
が
、
先
づ
一
羽
は
占
め
た
。
取
つ
て
来
や
う
と
両
人

で
氷
上
を
歩
し
獲
物
に
近
寄
つ
て
ー
ー
、
見
て
驚
ゐ
た
。
尤
物
も
尤
物
も
、
羽
毛
雪
よ

り
も
白
き
中
に
、
金
色
を
帯
び
た
白
毛
所
々
に
あ
り
て
、
全
身
長
大
、
非
常
に
重
量
の

あ
る
稀
有
の
も
の
で
、
白
鳥
猟
士
と
異
名
を
取
つ
た
如
紅
も
、
未
だ
曽
て
見
ざ
る
程
の

尤
物
で
あ
つ
た
。
両
人
で
氷
上
を
引
き
摺
り
沼
の
岸
に
持
つ
て
来
た
が
、
さ
て
斯
ふ
な

つ
て
は
、
猟
囊
ど
こ
ろ
の
話
で
な
い
、
結
局
獲
物
を
負
ふ
て
運
ぶ
事
に
し
て
、
山
間
の

難
路
を
喘
ぎ
喘
ぎ
負
ひ
出
だ
し
た
の
で
あ
つ
た
。

十
分
な
獲
物
に
満
足
し
て
こ
の
日
午
後
の
汽
車
で
札
幌
に
帰
っ
た
小
阿
居
士
か
ら
、
後
日

こ
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
写
真
が
届
き
、
裏
面
に
そ
の
大
き
さ
が
記
さ
れ
て
い
た
。
丈
六
尺
三
寸
、

重
量
四
貫
百
目
、
左
右
翼
を
張
れ
ば
七
尺
六
寸
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
翌
年
二
月
の
同
紙
は
、
冬
季
の
様
々
な
娯
楽
を
紹
介
、
提
案
す
る
「
雪
中
娯

楽
法
」
を
連
載
し
た
。
そ
の
最
後
に
、
洛
東
隠
士
と
い
う
人
物
が
四
回
に
わ
た
っ
て
「
雪
中

の
銃
猟
」
を
書
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
二
年
前
の
二
月
の
こ
と
と
し
て
ハ
ク
チ
ョ
ウ
猟
の
体

験
談
を
記
し
て
い
る
（
二
月
八
・
九
日
付
）。
内
容
に
微
妙
な
違
い
は
あ
る
が
、
前
年
掲
載
の

如
紅
の
文
章
と
一
致
点
は
多
く
、
こ
の
洛
東
隠
士
は
如
紅
の
記
し
た
小
阿
居
士
で
、
同
じ
と

き
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

洛
東
隠
士
は
「
札
幌
地
方
の
鴨
猟
に
飽
き
て
、
雪
の
な
い
東
海
岸
に
猟
遊
を
試
み
た
」
と

し
、
雪
が
少
な
く
て
足
場
が
良
く
、
カ
モ
が
多
く
い
る
苫
小
牧
・
錦
多
峯
方
面
の
カ
モ
猟
を

楽
し
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

丁
度
二
月
の
始
め
、
天
気
は
好
し
、
風
は
無
し
、
海
手
か
ら
次
第
に
山
手
に
攻
め
上
る

と
、
空
中
に
ホ
ー
イ
〳
〵
と
い
ふ
声
が
聞
え
る
、
変
な
事
と
仰
の
い
て
見
る
と
、
空
中

に
銀
色
の
羽
翼
を
伸
し
て
、
黄
な
嘴
を
叩
き
な
が
ら
、
東
に
向
つ
て
飛
ぶ
丈
余
の
白
鳥

三
羽
、
東
海
岸
の
波
に
き
ら
つ
く
日
光
を
帯
び
な
が
ら
、
樽
前
山
を
掠
め
て
、
遥
か
に

余
声
を
送
り
つ
ゝ
、
空
中
に
消
え
て
無
く
為
つ
た
、
始
め
て
白
鳥
と
い
ふ
も
の
ゝ
飛
ぶ

の
を
見
た
僕
は
、
意
外
の
美
観
に
驚
い
て
、
何
処
か
ら
出
て
来
て
、
何
処
へ
行
く
か
と

い
ふ
疑
問
が
浮
ん
だ
、
出
た
の
は
、
確
か
に
樽
前
山
の
南
方
、
白
老
附
近
の
小
山
と
小

山
の
間
と
鑑
定
し
て
、
翌
日
其
方
面
を
捜
索
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
、
其
日
は
旅
宿
に

帰
つ
た

そ
し
て
翌
日
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
猟
に
挑
み
、
大
物
一
羽
を
仕
留
め
る
様
子
を
描
写
す
る
。

こ
の
記
事
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
同
紙
二
月
二
十
四
日
付
は
「
本
道
雪
中
娯
楽
法
と
し
て

の
（
白
鳥
猟
）」
と
付
記
し
た
写
真
を
掲
載
し
た
（
図
1
）。
お
そ
ら
く
洛
東
隠
士
が
猟
獲
し

た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
カ
モ
と
一
緒
に
撮
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
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こ
れ
ら
の
記

事
と
写
真
か
ら
、

狩
猟
愛
好
家
に

と
っ
て
の
ハ
ク

チ
ョ
ウ
猟
の
魅

力
を
読
み
取
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。

ハ
ク
チ
ョ
ウ
猟

は
、
馴
染
み
深

い
ガ
ン
・
カ
モ

猟
と
連
続
し
た

も
の
で
い
て
そ

れ
ら
と
は
違
っ
た
新
鮮
な
魅
力
が
あ
っ
た
。
魅
力
の
要
素
を
簡
潔
に
記
せ
ば
、
相
対
的
に
は

数
が
少
な
い
こ
と
、
大
き
く
、
重
量
感
が
あ
る
こ
と
な
ど
だ
。
美
し
さ
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
如
紅
の
文
章
に
猟
獲
し
て
間
近
に
見
た
と
き
の
羽
毛
の
美
し
さ
、
洛
東
居
士
の
文
章
に

飛
ぶ
姿
の
「
意
外
の
美
観
」
へ
の
言
及
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
だ
け
か
ら
は
、
そ
れ
が

ハ
ク
チ
ョ
ウ
猟
の
動
機
に
な
っ
て
い
た
と
は
読
み
取
れ
な
い
。

洛
東
隠
士
の
文
章
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
肉
を
諸
方
に
配
り
、
羽
毛
は
米
国
の
友
人
に
送
っ

て
や
っ
た
と
記
す
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

明
治
期
の
北
海
道
で
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
狩
猟
の
対
象
と
さ
れ
、
食
用
に
も
さ
れ
て
い
た
。

狩
猟
法
規
の
上
で
は
、
ツ
ル
が
あ
る
時
点
か
ら
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
禁
猟
と
さ
れ
た
の
と

対
照
的
に
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
狩
猟
対
象
の
位
置
に
置
か
れ
続
け
、
狩
猟
愛
好
家
に
と
っ
て
魅

力
的
な
獲
物
だ
っ
た
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
禁
猟
に
な
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
九
月
三
十
日
農
林

省
令
第
一
〇
八
号
が
列
記
し
た
狩
猟
鳥
獣
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
き
か
ら
だ
っ
た
よ
う
だ
。

本
稿
で
は
、
ツ
ル
と
は
違
っ
た
側
面
ば
か
り
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
最
後
に
見
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
猟
の
体
験
談
に
は
、
飛
ぶ
姿
や
羽
毛
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ

る
心
情
も
読
み
取
れ
る
。
そ
う
し
た
心
情
は
、
狩
猟
者
た
ち
の
「
獲
り
た
い
」
と
い
う
意
欲

を
刺
激
し
そ
う
だ
が
、
同
時
代
の
人
々
の
中
に
は
違
っ
た
反
応
を
し
た
人
た
ち
も
い
た
だ
ろ

う
。
紀
行
文
や
日
記
、
詩
歌
な
ど
、
探
索
す
る
史
料
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
で
、
ま
た
違
っ

た
人
と
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
関
わ
り
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

謝
辞本

稿
作
成
の
た
め
の
史
料
調
査
な
ど
に
つ
い
て
、
北
海
道
立
文
書
館
・
北
海
道
立
図
書

館
・
函
館
市
中
央
図
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
稿
は
当
館
「
北
海
道
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
」
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
北
海
道
に

お
け
る
ツ
ル
の
自
然
史
と
文
化
史
」
の
な
か
の
山
田
の
中
間
報
告
で
あ
る
。
ま
た
、
科
学
研

究
助
成
金
（
基
盤
C
）
1
6�

K
0
3
0
6
6
の
成
果
を
一
部
使
用
し
た
。

註（
1
）例
え
ば
、『
北
海
道
新
聞
』一
九
六
四
年
八
月
二
十
日
付
ほ
か
。

（
2
）「
有
功
有
害
鳥
獣
調
書
進
達
ノ
件
」『
札
幌
県
公
文
録

　鳥
獣
猟

　第
三
号

　明
治
十
六
年
』札
幌
県

勧
業
課
農
務
係（
簿
書
七
九
五
二
、二
件
目
）。

（
3
）『
勧
業
課
農
業
掛
事
務
簿�

明
治
十
六
年�

雑
之
部
四
番
』秋
田
県
勧
業
課（
秋
田
県
立
公
文
書
館
蔵
、

930103 -6507

）。な
お
、河
辺
郡
と
山
本
郡
の
回
答
で
は「
鵠
」と
記
し
て
い
る
。こ
の
漢
字
で
他

の
鳥
を
指
す
場
合
も
あ
る
が
、記
述
内
容
な
ど
を
考
え
て
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
指
し
て
い
る
と
解
し
た
。

（
4
）以
下
、北
海
道
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
ツ
ル
と
人
の
関
わ
り
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、久
井
貴
世『
北
海

道
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人
と
の
関
わ
り
の
歴
史
』（
酪
農
学
園
大
学
環
境
シ
ス
テ
ム
学
部
生
命

環
境
学
科
、二
〇
〇
八
年
）ほ
か
を
参
照
。

（
5
）以
下
、狩
猟
法
規
の
変
遷
は
林
野
庁
編『
鳥
獣
行
政
の
あ
ゆ
み
』（
林
野
弘
済
会
、一
九
六
九
年
）に
よ

る
。

（
6
）『
北
海
道
立
文
書
館
史
料
集
第
十
六

　北
海
道
庁
例
規
集
第
Ⅰ
期

　庁
令
等
布
達
編（
三
）明
治

二
二
年
』（
北
海
道
立
文
書
館
、二
〇
〇
一
年
）、一
八-

一
九
、二
二
頁
。

（
7
）『
日
本
教
科
書
大
系

　近
代
編

　第
六
巻

　国
語（
三
）』（
講
談
社
、一
九
七
八
年
）、五
九
四-

五
九
五
頁
。

図1　『北海タイムス』1907年2月24日付より

山田伸一　明治期北海道における人とハクチョウ﻿
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Man and Swans in Hokkaido during the Meiji Period

Shin’ichi YAMADA

 

The relationship between man and swans in 
Hokkaido during the Meiji period was considered, 
while being aware of the comparison with cranes, 
and the following points were indicated.

1.  In the survey results on the relationship 
between agriculture and birds and animals 
conducted by Sapporo Prefecture in 1883, 
the presence of swans was not outstand-
ing. Agricultural damage caused by swans 
at that time when there were few rice 
fields was not recorded, and swans were 
considered “useful” since they could be 
hunted and eaten. Cranes were also 
considered “useful” based on the reason 

of “beauty” as well as for food.
2.   In the Japanese hunting system, crane 

hunting was prohibited in 1892 (1889 in 
Hokkaido), while swans continued to be 
hunted.

3.   According to articles in the Hokkai Taimusu 
in 1906 and 1907 regarding swan hunting 
around Tomakomai and Shiraoi, swan 
hunting had similarities to that of goose 
and wild duck hunting. Swan hunting was 
novel and attractive for hunting enthusi-
asts due to their rarity and their size and 
weight.

NOTES AND SUGGESTIONS

Shin’ichi YAMADA : History Studies Group, Research Division, Hokkaido Museum
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